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■
市
政
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針
・
平
成
2
5
年
度
の
予
算
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第
５
次
総
合
計
画
策
定
審
議
会
の
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ら
輝
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倉
っ
子
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最
後
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卒
業
式
～

　
明
治
3
2
年
、
大
倉
尋
常
小
学
校
と
し
て
創
立
し

た
大
倉
小
学
校
が
楯
岡
小
学
校
と
の
統
合
に
よ
り

1
1
3
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
3
月
1
8
日

は
最
後
の
卒
業
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
1
0
人
の
児
童

が
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
卒
業
生
は
、
6
年
間
の

思
い
出
を
か
み
し
め
な
が
ら
お
別
れ
の
言
葉
を
述

べ
、
全
校
生
で
歌
っ
た
「
旅
立
ち
の
日
に
」
は
学
校

中
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
、
ま
も
な
く

二
年
。
月
日
の
流
れ
は
矢
の
ご
と
く

速
い
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
被
災

地
の
復
興
は
、
だ
い
ぶ
進
ん
だ
と
は

い
う
も
の
の
、
今
も
っ
て
、
津
波
や

原
発
で
被
災
さ
れ
た
方
々
が
、
仮
設

住
宅
住
ま
い
や
他
の
地
域
に
避
難
さ

れ
て
い
る
状
態
に
あ
り
ま
す
。
村
山

市
に
は
、
現
在
約
二
十
世
帯
、
五
十

人
の
被
災
者
の
方
々
が
お
り
ま
す
。

原
発
の
影
響
で
、
い
つ
、
ふ
る
さ
と

に
戻
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
中
で
過
ご

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
々
の
胸
中

を
察
す
る
と
、
本
当
に
心
が
痛
み
ま

す
。
い
ち
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈

り
し
て
お
り
ま
す
。

Ⅰ  

は
じ
め
に

〜
村
山
市
の
教
育
風
土
を
後
世
に
〜

平
成
25
年
度 

市
政
方
針

〈目　　次〉

Ⅰ　はじめに………………………………………… 2
～村山市の教育風土を後世に～

Ⅱ　市政運営の基本方針…………………………… 3
～村山市の総合力としての
　　　　　「地域力」がみなぎる年に～

Ⅲ　平成 25年度予算編成の概要と主要事業 …… 4
１　予算編成の概要 ……………………………… 4
２　平成 25年度に取り組む主要事業 ………… 6
（１） ひとを育み交流するまち ……………… 6
　　　（教育・文化・交流）
（２） ゆとりある住みやすいまち …………… 9
　　　（都市基盤整備・産業経済の振興）
（３） 支えあい健康で暮らしやすいまち … 11
　　　（保健・医療・福祉・生活環境・安全快適） 
（４） みんなでつくる元気なまち ………… 13
　　　（市民活動・協働・行政運営） 

Ⅳ　むすびに……………………………………… 15
～村山市民としての誇り、そしてシンフォニー～

市
議
会
三
月
定
例
会
で
佐
藤
市
長
が
述
べ
た
市
政
方
針
と
、

平
成
二
十
五
年
度
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
三
月
定
例
市
議
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
市
政
運
営
に
対
す
る

所
信
を
申
し
上
げ
、
市
議
会
な
ら
び
に
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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市政方針

　

さ
て
、
今
年
一
月
、
村
川
千
秋
さ

ん
に
名
誉
市
民
と
な
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
村
川
さ
ん
は
、
山
形
交
響

楽
団
を
四
十
年
前
に
創
立
さ
れ
、
長

年
、
指
揮
者
と
し
て
山
形
交
響
楽
団

を
育
て
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
村
川
さ

ん
は
、
ふ
る
さ
と
村
山
市
を
と
て
も

愛
し
て
お
ら
れ
、「
今
日
の
私
が
あ

る
の
は
、
市
民
の
支
え
、
県
民
の
ご

支
援
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
で
す
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
村
川
さ

ん
の
ご
尽
力
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、

今
の
山
形
交
響
楽
団
は
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
方
が

村
山
市
出
身
で
あ
る
こ
と
は
本
当
に

素
晴
ら
し
く
思
い
ま
す
。
現
在
の
山

形
大
学
学
長
の
結
城
章
夫
さ
ん
や
映

画
監
督
の
村
川
透
さ
ん
も
本
市
出
身

で
あ
り
ま
す
。
文
化
あ
る
い
は
教
育

の
面
で
非
常
に
優
れ
た
方
々
が
村
山

市
か
ら
誕
生
し
て
い
る
こ
と
は
、
私

た
ち
市
民
に
と
っ
て
何
よ
り
の
誇
り

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
優
れ

た
人
材
を
育
む
風
土

は
一
朝
一
夕
に
で
き

た
も
の
で
は
な
く
、

先
輩
方
が
こ
れ
ま
で

地
道
に
培
っ
て
こ
ら

れ
た
か
ら
こ
そ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
村
山

市
の
教
育
風
土
を
後

世
に
つ
な
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
村
山

市
に
生
ま
れ
て
よ
か

っ
た
」
と
、
心
か
ら

思
え
る
ま
ち
に
な
る

よ
う
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
精
一
杯
努
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

さ
て
、
村
山
市
は
、
昭
和
二
十
九

年
の
市
制
施
行
か
ら
来
年
で
六
十
年

を
迎
え
ま
す
。
六
十
年
を
経
て
、「
村

山
市
民
」
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
な

が
ら
育
っ
た
方
々
が
人
口
の
多
く
を

占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

も
八
つ
の
地
域
ご
と
に
地
域
づ
く
り

が
継
承
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
自
治

体
間
競
争
の
時
代
と
も
い
わ
れ
る
中
、

市
と
し
て
の
「
一
体
感
」
を
も
っ
て

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
体
の
総
合
力
と
し
て

の
「
地
域
力
」
が
問
わ
れ
て
い
る
時

代
で
も
あ
り
、
地
域
の
価
値
を
自
律

的
に
高
め
な
が
ら
、
市
の
経
済
的
発

展
・
振
興
は
も
と
よ
り
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
誇
り
、
生
き
が
い
、
幸
福

感
な
ど
の
増
進
を
心
が
け
地
域
経
営

に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
四
年
連
続
で
総
務
省
の

「
市
町
村
の
活
性
化
新
規
施
策
１
０

０
事
例
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
四
年

連
続
は
全
国
で
二
自
治
体
の
み
で
し

た
。
本
年
も
村
山
市
の
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
の
事
例
を
県
か
ら
総
務

省
に
推
薦
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
最
終
的
に
採
択
さ
れ
れ
ば
全

国
で
も
数
少
な
い
五
年
連
続
と
な
り

ま
す
。

　

新
年
度
も
、
自
治
力
を
高
め
、「
地

域
力
」
み
な
ぎ
る
自
治
体
と
し
て
、

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
な
施
策

を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
は
、「
第
四
次

村
山
市
総
合
計
画
」
十
か
年
の
最
終

年
度
に
あ
た
り
ま
す
。「
地
域
と
人

が
輝
く
交
流
創
造
都
市
」
を
将
来
都

市
像
に
掲
げ
な
が
ら
こ
れ
ま
で
歩
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
第
五
次
計
画

に
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
と
事
業
を
確
実
に

お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ  

市
政
運
営
の
基
本
方
針
〜
村
山
市
の
総
合
力
と
し
て
の

　

「
地
域
力
」
が
み
な
ぎ
る
年
に
〜

山形交響楽団創立名誉指揮者の村川千秋さんに名誉市民の称号を授与

甑葉プラザの交流によるにぎわい
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１ 

予
算
編
成
の
概
要

　

次
に
、
新
年
度
の
予
算
編
成
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

●
基
本
的
な
考
え
方

　

長
引
く
景
気
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、

地
方
の
財
源
、
財
政
状
況
は
依
然
厳

し
い
状
況
で
す
。
引
き
続
き
「
集
中

改
革
プ
ラ
ン
」
を
基
本
と
し
、
行
財

政
改
革
を
推
進
し
な
が
ら
、
自
治
体

と
し
て
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
保

ち
、
市
の
将
来
都
市
像
の
実
現
に
向

け
、
存
分
に
効
果
が
期
待
で
き
る
予

算
編
成
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

●
一
般
会
計
予
算

〈
１
１
７
億
８
、０
０
０
万
円
〉

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
は
、

前
年
度
当
初
に
比
し
て
、
金
額
で
四

億
五
千
万
円
の
増
、
率
に
し
て
プ
ラ

ス
四
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
百
十
七
億

八
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、

教
育
関
係
事
業
費
、
生
活
・
交
通
基

盤
整
備
等
を
中
心
と
す
る
投
資
的
経

費
は
、
二
億
九
千
六
百
万
円
（
前
年

度
比
一
九
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
増

額
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

●
八
つ
の
特
別
会
計
含
む
総
予
算

〈
１
９
５
億
５
、３
０
０
万
円
〉

Ⅲ  

平
成
二
十
五
年
度
予
算
編
成
の
概
要
と
主
要
事
業

歳　入
117億8,000万円

歳　出
117億8,000万円

地方交付税
44 億 3,000 万円
(37.6%)

市　税
23 億 5,742 万円
(20.0%)

国・県支出金
17 億 1,616 万円
(14.6%)

市　債
16億 4,200 万円
(13.9%)

繰越金　1億円 (0.9%)

分担金・負担金
9,820 万円 (0.8%)

使用料・手数料
1億 4,063 万円 (1.2%)

※金額が大きい順に表示しています

※わかりやすく端数調整しています

財産収入・寄付金
5,750 万円 (0.5%)

公債費
19 億 1,694 万円
(16.3%)

民生費
30 億 5,629 万円
(25.9%)

総務費
18 億 7,957 万円
(16.0%)

土木費
14 億 4,200 万円
(12.2%)

教育費
13億2,316万円
(11.2%)

衛生費
5億8,262万円
(5.0%)

商工費
5億 5,104 万円
(4.7%)

消防費
4億 4,107 万円
(3.7%)

予備費
3,000 万円 (0.3%)

労働費
3,538 万円 (0.3%)

議会費
1億 8,966 万円 (1.6%)

農林水産業費
3億 2,947 万円 (2.8%)

災害復旧費
280 万円 (0.0%)

■平成 25年度当初予算 (一般会計 )

繰入金
4億 7,274 万円
(4.0%)

地方譲与税等
3億 9,615 万円 (3.4%)

諸収入
3億 6,920 万円 (3.1%)

■
歳
入
用
語
の
説
明

地
方
交
付
税

市
の
財
政
状
況
な
ど
に
応
じ
て
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

市
税市

民
の
み
な
さ
ん
が
納
め
る
税
金

（
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
、
市
た
ば
こ
税
、
都
市
計

画
税
な
ど
）

国
・
県
支
出
金

特
定
の
市
の
事
業
に
対
し
て
国
・

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

市
債大

き
な
事
業
を
お
こ
な
う
た
め
に

国
や
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
る

お
金

繰
入
金

市
の
貯
金
の
取
り
く
ず
し

地
方
譲
与
税
等

国
・
県
に
納
め
ら
れ
た
税
金
な
ど

か
ら
一
定
の
割
合
で
市
町
村
に
譲

与
さ
れ
る
お
金

使
用
料
・
手
数
料

み
な
さ
ん
が
市
の
施
設
や
市
民
課

な
ど
の
窓
口
で
、
手
数
料
な
ど
と

し
て
支
払
う
お
金

繰
越
金

前
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
お
金

分
担
金
・
負
担
金

施
設
入
所
者
の
自
己
負
担
金
や
児

童
の
保
育
料
な
ど
の
お
金
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特
別
会
計
に
お
き
ま
し
て
は
、
保

険
給
付
費
の
増
加
に
よ
り
、
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
が
前
年
度
比

四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
な
ど
の
増
加
に
よ
り
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
が
五
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
と
水
道
会

計
を
含
め
た
八
つ
の
事
業
の
特
別
会

計
を
合
わ
せ
た
総
予
算
は
、
前
年
度

比
で
九
億
一
千
七
百
万
円
の
増
、
率

に
し
て
四
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
百

九
十
五
億
五
千
三
百
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

●
〝
い
い
な
未
来
に
花
は
咲
く
〞

「
生
活
安
心
・
未
来
開
花
型
」
の

積
極
予
算

　

市
の
予
算
は
、
何
よ
り
も
市
民
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
第
一
で
す
。
そ
し
て
ま
た
、

市
民
の
福
祉
の
向
上
を
目
指
す
も
の

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新
年
度

当
初
予
算
も
、
こ
の
こ
と
を
心
が
け

な
が
ら
事
業
展
開
で
き
る
予
算
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
未
来
に
向
け
て
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
明
る
く
元
気
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
村
山
市
を
か
た
ち

づ
く
る
こ
と
が
で
き
る
予
算
、
百
十

七
億
八
千
万
円
と
い
た
し
ま
し
た
。

■
歳
出
用
語
の
説
明　

民
生
費

子
ど
も
や
老
人
、
障
が
い
者
な
ど

の
福
祉
に
使
う
お
金

公
債
費

借
り
た
お
金
の
返
済
に
使
う
お
金

総
務
費

全
般
的
な
管
理
や
戸
籍
・
税
な
ど

の
事
務
に
使
う
お
金

土
木
費

道
路
や
公
園
な
ど
の
建
設
・
修
理
・

除
雪
作
業
に
使
う
お
金

教
育
費

学
校
の
建
設
・
改
築
や
生
涯
学
習

な
ど
に
使
う
お
金

衛
生
費

市
民
の
健
康
や
環
境
を
守
る
た
め

に
使
う
お
金

商
工
費

商
工
業
・
観
光
の
振
興
の
た
め
に

使
う
お
金

消
防
費

消
防
な
ど
市
民
の
安
全
・
安
心
の

た
め
に
使
う
お
金

農
林
水
産
業
費

農
産
物
の
振
興
な
ど
に
使
う
お
金

議
会
費

議
会
の
運
営
な
ど
に
使
う
お
金

労
働
費

労
働
者
の
支
援
な
ど
に
使
う
お
金

■村山市の総予算

会計名 予算額 （対前年比）

一般会計 117億8,000万円 （4.0%）

国民健康保険事業 29億3,932万円 （4.3%）

公共下水道事業 11億1,060万円 （3.6%）

財産区 93万円 （△0.7%）

農業集落排水事業 2億2,597万円（242.0%）

土地区画整理事業 2,126万円 （△0.2%）

介護保険事業 22億6,617万円 （5.8%）

後期高齢者医療事業 2億8,855万円 （△2.5%）

水道事業 9億2,024万円 （3.5%）

合　　計 195億5,304万円 （4.9%）

■１人当たりの予算

440,819 円（平成 24 年度は 419,832 円）

■平成 25年度一般会計予算を
　村山市民 1人当たりにすると

（平成 25 年 3月 1日現在人口／ 26,723 人）

総務費民生費 土木費

教育費 衛生費

農林水産業費 議会費 労働費 災害復旧費

70,335円114,369円 53,961円

49,514円 21,802円

公債費
71,734円

12,329円 7,097円 1,324円 105円

消防費商工費
16,505円20,620円
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「
い
い
な　

未
来
に　

花
は
咲
く
」、

あ
る
い
は
「
人
々
が　

な
ご
み　

や

わ
ら
ぐ
安
心
」
予
算
と
い
え
る
も
の

で
あ
り
、そ
の
意
味
で
「
生
活
安
心
・

未
来
開
花
型
」
の
積
極
予
算
と
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

２ 
平
成
25
年
度
に　
　

 　

　
　
　

取
り
組
む
主
要
事
業

　

次
に
、
平
成
二
十
五
年
度
に
取
り

組
む
主
な
事
業
に
つ
い
て
、
総
合
計

画
に
掲
載
し
て
い
る
政
策
順
に
ご
説

明
申
し
上
げ
ま
す
。

（1）
ひ
と
を
育
み
交
流
す
る
ま
ち

　

（
教
育
・
文
化
・
交
流
）　

　

国
の
将
来
を
担
う
の
は
、
子
ど
も

た
ち
で
あ
り
ま
す
。
村
山
市
の
子
ど

も
た
ち
を
よ
り
よ
い
教
育
環
境
の
も

と
で
学
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
新
年
度
も
教
育
分
野
に
力
を
入

れ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
小
・
中
学
校
に
お
け
る　
　

　

教
育
環
境
の
整
備　
　
　
　

　

小
・
中
学
校
の
校
舎
は
、
子
ど
も

た
ち
が
一
日
の
多
く
の
時
間
を
過
ご

す
場
所
で
あ
り
、
安
全
な
校
舎
を
整

備
す
る
こ
と
は
市
と
し
て
の
使
命
で

も
あ
り
ま
す
。
現
在
、
学
校
校
舎
の

耐
震
化
を
計
画
的
に
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
残
る
は
、
楯
岡
小
学
校
校
舎

と
大
久
保
小
学
校
校
舎
の
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

大
久
保
小
学
校
は
、
新
年
度
か
ら

二
か
年
を
か
け
て
、
本
格
的
な
改
築

工
事
を
お
こ
な
い
、
新
し
い
校
舎
を

建
築
い
た
し
ま
す
。
こ
の
間
、
大
久

保
小
学
校
の
児
童
は
、
戸
沢
小
学
校

に
場
所
を
移
し
て
学
習
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
用

意
し
、
通
学
に
支
障
が
出
な
い
よ
う

に
配
慮
い
た
し
ま
す
。
改
築
中
は
、

一
校
に
二
つ
の
小
学
校
が
同
居
す
る

形
で
二
年
近
く
を
過

ご
す
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
葉
山
中
学
校

で
は
一
緒
に
な
る
両

校
で
す
の
で
、
仲
良

く
交
流
を
深
め
な
が

ら
学
校
生
活
を
送
っ

て
く
れ
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

　

一
方
、
楯
岡
小
学

校
で
す
が
、
平
成
二

十
七
年
度
に
、
北
・

中
校
舎
の
大
規
模
な

改
築
工
事
を
お
こ
な

う
耐
震
改
修
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
新
年
度
よ
り
、

大
倉
小
学
校
が
楯
岡

小
学
校
に
統
合
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
二
台
を
新

た
に
運
行
し
通
学
環

境
を
整
え
ま
す
。

　

楯
岡
小
と
大
倉
小
、

大
久
保
小
と
戸
沢
小
、

そ
れ
ぞ
れ
、
先
生
方
、

保
護
者
の
方
々
と
も
連
携
し
な
が
ら

ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
児
童
生
徒
の
身
体
を

つ
く
る
給
食
事
業
や
富
並
小
屋
根
改

修
な
ど
、
必
要
な
整
備
を
計
画
的
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
「
読
書
活
動
」
と　
　
　
　

　
　
　
　

生
涯
学
習
の
推
進

　

「
読
書
シ
テ
ィ
」
宣
言
を
お
こ
な

っ
て
三
年
目
。
市
で
は
、
小
・
中
学

校
の
新
入
生
に
図
書
の
本
を
贈
呈
す

る
「
図
書
館
か
ら
の
贈
り
物
」
や
「
読

書
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
は
じ
め
、 

大久保小学校新校舎の模型

楯岡小と大倉小の交流授業で居合を披露
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市政方針

全
国
的
に
も
先
進
的
か
つ
村
山
市
独

自
の
読
書
推
進
事
業
を
積
極
的
に
展

開
し
て
お
り
、
全
国
か
ら
ま
す
ま
す

注
目
さ
れ
る
市
立
図
書
館
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
背
景
も
あ

り
、
こ
の
秋
に
「
全
国
公
共
図
書
館

研
究
集
会
」
と
い
う
全
国
大
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
全
国
各
地
の
図
書

館
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
二

百
人
近
い
方
々
が
甑
葉
プ
ラ
ザ
に
集

ま
り
、
情
報
交
換
を
い
た
し
ま
す
。

「
読
書
シ
テ
ィ
む
ら
や
ま
」
の
知
名

度
が
さ
ら
に
高
ま
る
も
の
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

生
き
る
こ
と
は
学
ぶ
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
生
涯
学
習
の
基

本
は
、
何
と
い
っ
て
も
「
読
書
活

動
」
に
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
市
内
の
地
区
公
民
館
は
、
多
様

化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
平
成

二
十
五
年
度
よ
り
「
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー
」
に
変
わ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
と
同
時

に
、
生
涯
学
習
、
人
材
育
成
の
拠
点

で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
、
市
民
セ
ン
タ
ー
に
な
る
こ
と

で
、
活
用
の
自
由
度
が
増
し
、
地
域

の
独
自
性
を
活
か
し
な
が
ら
地
域
づ

く
り
が
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

一
昨
年
来
、
改
築
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
戸
沢
地
区
公
民
館
は

「
戸
沢
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
、
今
年
の
年
末
に
は
誕
生
す
る
予

定
で
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
市
立

図
書
館
の
分
館
を
設
け
、
生
涯
学
習

の
読
書
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
冨
本
地
域
市
民
セ
ン
タ

ー
」
も
耐
震
改
修
工
事
を
進
め
、
安

全
で
安
心
し
て
集
う
こ
と
が
で
き
る

地
域
の
拠
点
施
設
に
し
て
ま
い
り
ま

す
。「
大
久
保
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
」

も
三
月
に
耐
震
工
事
が
完
了
し
て
お

平成 25年度の主要事業　（新は新規事業）
1. ひとを育み交流するまち 
新・大久保小学校改築事業 5 億 5,734 万円
新・戸沢地域市民センター改築工事、
　　冨本地域市民センター耐震工事事業 1 億 5,601 万円
　・小・中学校スクールバス運営事業 2,652 万円
新・図書館の図書等購入（分館図書購入含む）、
　　図書館からの贈りもの事業 1,400 万円
　・友好都市交流事業／子ども交流 367 万円
　　（台東区友好都市締結 5周年記念事業）
2. ゆとりある住みやすいまち
　・市道特殊改良・新設改良事業 3 億 2,164 万円
　　（徳内・シーボルトライン、駅西中央1号線等整備）
　・県営道路事業負担金 3,000 万円
　　（東北中央自動車道追加ＩＣ設置など）
　・住宅リフォーム支援事業 4,180 万円
　・余暇開発施設整備事業 1 億 1,857 万円
　　（クアハウス碁点大浴場新築工事）
新・村山駅東口北自転車駐車場建設整備事業 3,000 万円
新・地域公共交通運行事業 873 万円
新・農商工連携・農業 6次産業化事業・
　　農商工合同産業基盤強化事業 692 万円
新・青年就農給付金事業 1,275 万円
新・着地型観光パンフレット制作事業 383 万円
3. 支えあい健康で暮らしやすいまち
　・公共施設等再生可能エネルギー整備事業 3,624 万円
　　（公共施設へ太陽光パネルと蓄電池の設置）
新・防災行政無線整備事業 600 万円
新・子ども・子育て支援事業計画策定事業 200 万円
　・特定不妊治療費助成事業（全額助成）、
　　不育症治療費助成事業 435 万円
　・妊婦健診事業、
　　産婦・乳児 1か月健診助成事業 1,508 万円
新・子育て支援医療給付事業 7,843 万円
　　（小学 6年生まで外来医療費無料）
　・放課後児童健全育成事業 4,668 万円
　・障がい者福祉サービス等事業 3,004 万円
　　（旧保健所施設で総合福祉支援センター事業を開始ほか）
新・高齢者運転免許証自主返納支援事業 40 万円
新・自主防災組織支援事業 1,200 万円
新・木質バイオマス燃料機器設置事業 50 万円
　　（薪

まき

ストーブ、ペレットストーブ等導入に補助）
新・森林資源利活用促進事業、
　　森林整備推進対策事業 270 万円
4. みんなでつくる元気なまち
新・光ファイバー網整備事業 1 億 2,000 万円
　・地域活動推進事業 2,500 万円
　・地域おこし協力隊受入事業 780 万円
　　（都市圏からのUJI ターン者の受け入れ）
新・第 5次総合計画策定事業 278 万円
新・議会インターネット中継配信等事業 378 万円

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

図書館からの贈り物
小学校新入生への「はじめの一冊」

新

新
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り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
十
二
年
目
と
な
る
「
市

民
大
学
む
ら
や
ま
元
気
塾
」
や
、
生

涯
学
習
支
援
事
業
に
も
力
を
入
れ
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

●
芸
術
文
化
活
動
・　
　
　
　

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

芸
術
文
化
は
、
生
活
を
潤
い
あ
る

も
の
に
し
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む

も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
感
性
を
育
む
た
め
に
、
教

育
活
動
に
お
け
る
文
化
活
動
支
援
は

も
と
よ
り
、
地
域
の
文
化
活
動
が
よ

り
盛
ん
に
な
る
よ
う
、
市
民
の
主
体

的
な
芸
術
文
化
活
動
も
積
極
的
に
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
心
身
両
面
に
わ
た

る
健
康
保
持
増
進
の
基
礎
と
な
る
も

の
で
す
。
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
あ
る
い
は

競
技
ス
ポ
ー
ツ
を
お
こ
な
う
こ
と
は
、

爽
快
感
や
達
成
感
、
連
帯
感
な
ど
精

神
的
な
充
足
や
「
生
き
が
い
」
に
も

つ
な
が
り
、
人
生
を
有
意
義
に
す
る

た
め
に
も
必
要
な
こ
と
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
、
本
市
に

お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
が
一
層
振
興
す
る

よ
う
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育

成
支
援
を
は
じ
め
、
優
秀
選
手
へ
激

励
支
援
等
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
本
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
人
口
は
約

四
千
万
人
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
人
口
は
約

一
千
万
人
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
よ

う
で
、
年
々
取
り
組
み
人
口
が
増
え

て
い
る
よ
う
で
す
。「
徳
内
マ
ラ
ソ

ン
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
は
、
そ

の
よ
う
な
流
れ
を
踏
ま
え
た
大
会
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
次
回
大
会
で
十

回
目
の
節
目
の
大
会
と
な
り
ま
す
の

で
、
記
念
に
残
る
大
会
と
し
て
ま
い

り
ま
す
。

●
交
流
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
　

　

づ
く
り
の
促
進

　

今
や
、
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
、

「
交
流
」
は
地
域
活
性
化
の
基
本
中

の
基
本
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。「
地

域
は
人
が
力
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
し
か
再
生
し
な
い
。
そ
し
て
他
人

と
の
交
流
が
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
基

で
あ
る
」
と
早
稲
田
大
学
教
育
・
総

合
科
学
学
術
院
長
の
宮
口
侗
廸
教
授

も
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

村
山
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
交
流

創
造
都
市
」
を
掲
げ
、
交
流
に
よ
る

創
造
力
に
着
目
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
交

流
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
新
年
度
も
「
交
流
」
を
地
域
づ

く
り
の
中
核
の
手
段
・
方
法
と
位
置

づ
け
、
積
極
的
に
交
流
事
業
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

年
間
約
四
千
万
人
と
日
本
一
観
光

参
拝
数
の
多
い
東
京
浅
草
・
浅
草
寺

で
す
が
、
本
堂
に
最
も
近
い
位
置
に

あ
る
宝
蔵
門
に
、
村
山
市
奉
賛
会
が

奉
納
し
た
「
大
わ
ら
じ
」
が
掲
げ
て

あ
る
こ
と
は
、
村
山
市
民
の
み
な
ら

ず
山
形
県
民
の
誇
り
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
大
わ
ら
じ
奉
納
が
縁
で

平
成
二
十
年
、
東
京
都
台
東
区
と
友

好
都
市
の
盟
約
を
結
び
、
間
も
な
く

五
年
を
迎
え
ま
す
。
節
目
と
な
る
記

念
の
交
流
事
業
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
す
で
に
お
こ
な
っ
て
い
る
数
々

の
交
流
事
業
を
さ
ら
に
深
め
温
め
つ

つ
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
新
た
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
も
つ
な
が
る
市

民
等
の
取
組
み
に
も
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
台
東
区
、
豊
島
区
等
の
首
都

まちなかをさわやかに走り抜ける徳内マラソン

塩竈市と村山市の子どもたちが相互に体験交流

広がる友好都市とのまつり交流
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圏
の
み
な
ら
ず
、
仙
台
圏
、
特
に
塩

竈
市
、
そ
し
て
厚
岸
町
、
西
海
市
等

と
の
交
流
に
も
よ
り
工
夫
を
凝
ら
し
、

無
理
の
な
い
交
流
の
推
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

（2）
ゆ
と
り
あ
る
住
み
や
す
い
ま
ち

　
（
都
市
基
盤
整
備
・
産
業
経
済
の
振
興
）

　

住
み
や
す
い
ま
ち
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
都
市
機
能
の
充
実
と
基
盤

整
備
、
そ
し
て
農
業
、
商
工
業
を
は

じ
め
産
業
経
済
の
振
興
が
非
常
に
重

要
で
あ
り
ま
す
。
新
年
度
は
、
よ
り

住
み
や
す
い
村
山
市
づ
く
り
に
向
け
、

道
路
等
の
都
市
基
盤
整
備
と
と
も
に
、

農
商
工
連
携
、
観
光
振
興
な
ど
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
甑
葉
プ
ラ
ザ
と
連
携
し
た　

　

地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り

　

今
年
の
五
月
で
甑
葉
プ
ラ
ザ
の
オ

ー
プ
ン
か
ら
三
年
が
経
過
し
ま
す
。

今
年
一
月
に
は
利
用
者
が
七
十
万
人

を
突
破
し
、
当
初
の
想
定
を
大
き
く

上
回
る
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
お
り
、

有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
と
て

も
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
度
も
、
市
民
の
方
々
が
事
業

展
開
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
心
が

け
、
引
き
続
き
甑
葉
プ
ラ
ザ
市
民
委

員
会
の
み
な
さ
ま
方
の
力
も
借
り
な

が
ら
「
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
」
を
創
造

す
る
と
同
時
に
、
八
つ
の
地
域
と
甑

葉
プ
ラ
ザ
の
連
携
も
よ
り
一
層
意
識

し
な
が
ら
、
地
域
が
甑
葉
プ
ラ
ザ
で

つ
な
が
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

●
都
市
基
盤
・
道
路
網
・　

 　

　

公
共
交
通
基
盤
の
整
備
促
進

　

道
路
は
、
市
民
生
活
の
利
便
性
を

確
保
す
る
基
盤
で
あ
り
ま
す
。
車
社

会
に
お
い
て
は
、
道
路
環
境
の
良
し

あ
し
が
、
生
活
の
便
利
さ
や
快
適
さ

に
も
大
き
く
関
係
し
ま
す
。
市
道
の

整
備
は
、
新
年
度
も
計
画
的
に
お
こ

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
道
の
み
な
ら
ず
国
道
、
県
道
の

整
備
も
関
係
機
関
と
も
密
に
連
絡
を

取
り
あ
い
、
整
備
が
進
展
す
る
よ
う

に
い
た
し
ま
す
。

　

東
北
中
央
自
動
車
道
の
整
備
で
す

が
、
村
山
市
区
間
の

工
事
は
だ
い
ぶ
目
に

見
え
る
形
で
進
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
早

い
開
通
を
市
民
は
待

ち
望
ん
で
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
新
年
度
、

追
加
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
工
事
を
は
じ

め
、
事
業
が
よ
り
進

展
す
る
よ
う
関
係
機

関
へ
の
働
き
か
け
を

積
極
的
に
お
こ
な
う

と
と
も
に
、
開
通
後

の
状
況
も
想
定
し
な

が
ら
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

橋
り
ょ
う
は
「
長

寿
命
化
計
画
」
に
基

づ
き
整
備
を
進
め
ま

す
が
、
道
路
の
補
修

も
適
宜
お
こ
な
い
、

安
全
な
道
路
環
境
を
整
備
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

大
旦
川
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国

の
事
業
と
し
て
約
二
十
四
億
円
を
投

じ
て
排
水
機
場
の
改
築
を
現
在
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
二
十
五

年
度
で
完
成
予
定
で
あ
り
、
次
の
整

備
へ
と
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

駅
西
開
発
に
関
し
ま
し
て
も
、
市

道
整
備
を
は
じ
め
、
計
画
的
に
着
々

と
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
交
通
は
、
特
に
交
通

弱
者
と
い
わ
れ
る
高
齢
者
や
高
校
生

な
ど
に
と
っ
て
も
重
要
な
意
味
を
持

ち
ま
す
。
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
乗

合
タ
ク
シ
ー
事
業
の
実
証
実
験
を
市

にぎわいの拠点 甑葉プラザ

工事が進む東北中央自動車道
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内
二
地
域
で
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
の
地
域
で
も
当
初
の
予

想
を
上
回
る
利
用
が
あ
り
喜
ば
れ
て

お
り
ま
す
。
一
年
間
の
実
証
実
験
終

了
後
、
そ
の
検
証
等
を
踏
ま
え
、
十

月
か
ら
は
本
格
運
行
を
お
こ
な
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
村
山
駅
東
口
の
北
側
に
、

村
山
産
業
高
校
開
校
を
見
越
し
た
駐

輪
場
を
新
た
に
整
備
し
、
利
便
性
の

向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
公
共
環
境
・
居
住
環
境
の 　

　

整
備
推
進

　

公
共
建
築
物
の
耐
震
化
と
し
て
、

防
災
拠
点
で
あ
る
市
庁
舎
の
耐
震
改

修
設
計
お
よ
び
非
常
用
発
電
装
置
の

更
新
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

個
人
の
所
有
す
る
住
宅
等
の
耐
震

化
も
と
て
も
大
切
で
す
。「
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
」
で
約
百
六
十

件
分
の
リ
フ
ォ
ー
ム
等
の
補
助
を
お

こ
な
う
と
と
も
に
木
造
住
宅
耐
震
改

修
な
ど
も
進
め
、
地
震
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
前
進
さ
せ
ま
す
。

●
産
業
の
振
興　
　
　
　
　
　

　
（
農
業
・
商
業
・
工
業
・
そ
の
他
の
産
業
）

　

市
民
の
生
活
を
支
え
雇
用
を
生
む

「
産
業
」
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
り

ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
委
託
事
業
「
地
域

雇
用
創
造
推
進
事
業
」
は
、
平
成
二

十
四
年
度
を
も
っ
て
三
年
間
の
期
限

を
終
了
し
ま
す
が
、
三
年
間
で
当
初

計
画
よ
り
五
十
人
近
く
多
い
約
二
百

人
の
雇
用
が
生
ま
れ
、
と
て
も
効
果

の
高
か
っ
た
事
業
で
あ
る
と
捉
え
て

お
り
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
学

び
、
そ
し
て
自
分
の
能
力
を
開
花
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
雇
用
に
つ
な
げ

る
こ
と
は
、
と
て
も
意
義
あ
る
こ
と

で
あ
り
、
次
期
計
画
も
採
択
さ
れ
る

よ
う
厚
生
労
働
省
に
働
き
か
け
て
ま

い
り
ま
す
。

　

農
業
は
、
人
が
生
き
る
上
で
必
要

不
可
欠
な
食
糧
を
生
産
す
る
重
要
産

業
で
す
。
本
市
は
、
か
ね
て
よ
り
農

業
を
重
視
し
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、

国
の
食
糧
生
産
基
地
の
主
要
地
域
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

農
業
政
策
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
力
を
入
れ
、
よ
り
高
付
加
価

値
の
農
産
物
を
生
産
で
き
る
体
制
づ

く
り
や
農
業
従
事
者
に
元
気
が
出
る

環
境
づ
く
り
も
お
こ
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
農
商
工
合

同
産
業
基
盤
強
化
海
外
視
察
研
修
」

を
実
施
し
、
や
る
気
の
あ
る
農
商
工

事
業
者
を
育
て
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、「
農
商
工
連
携
・
農
業

６
次
産
業
化
総
合
支
援
事
業
」や「
青

年
就
農
給
付
金
事
業
」、「
県
営
土
地

改
良
事
業
」
な
ど
に
も
国
県
と
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
み
、
後
継
者
育
成
、

な
ら
び
に
本
市
の
農
業
基
盤
づ
く
り

に
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

近
年
、
観
光
の
形
や
傾
向
が
大
き

く
変
わ
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
か
つ

て
は
、
団
体
旅
行
中
心
で
あ
っ
た
も

の
が
、
個
人
や
小
グ
ル
ー
プ
中
心
の

旅
に
変
化
し
て
き
て
お
り
、
ま
た
、

大
手
旅
行
会
社
が
首
都
圏
等
の
ニ
ー

ズ
を
一
方
的
に
探
っ
て
企
画
し
て
い

た
「
発
地
型
観
光
」
か
ら
、
観
光
客

を
受
け
入
れ
る
地
域
が
自
ら
持
つ
観

光
資
源
を
活
か
し
て
企
画
す
る
「
着

活躍するさくらんぼサポーター

観光客でにぎわう東沢バラ公園
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地
型
観
光
」
へ
と
、
各
個
人
の
主
体

性
や
観
光
地
の
独
自
性
が
問
わ
れ
る

よ
う
な
観
光
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

村
山
市
で
も
、
そ
の
流
れ
に
乗
り
、

観
光
客
が
何
度
で
も
訪
れ
て
く
れ
る

観
光
地
に
な
る
た
め
に
、
大
手
旅
行

雑
誌
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
「
着

地
型
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
制
作
事
業
」

に
初
め
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
観
光
の
中
核
の
ひ
と

つ
で
あ
る
「
東

沢
バ
ラ
公
園
」

の
バ
ラ
栽
培
管

理
等
に
つ
い
て

は
、
よ
り
よ
い

か
た
ち
で
の
管

理
体
制
を
整
え

て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
年
度
、
夏

前
に
は
ク
ア
ハ

ウ
ス
碁
点
の
露

天
風
呂
を
含
め

た
新
し
い
大
浴

場
が
完
成
い
た

し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
も
増
し

て
、
魅
力
を
持

っ
た
碁
点
温
泉

と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
何
よ

り
も
、
繰
り
返

し
利
用
し
て
く

だ
さ
る
地
元
の

み
な
さ
ま
方
か

ら
愛
さ
れ
る
温

泉
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

（3）
支
え
あ
い
健
康
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

　
（
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
生
活
環
境
・
安
全
快
適
）

　

日
本
全
体
で
今
後
ま
す
ま
す
高
齢

化
が
進
む
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
諸

外
国
か
ら
も
「
高
齢
化
施
策
は
最
も

高
齢
化
の
進
ん
だ
国
日
本
に
学
べ
」

と
い
わ
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
村

山
市
の
高
齢
者
向
け
の
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
が
、
今
後
、
国
の
モ
デ
ル
に
な

る
こ
と
も
十
分
あ
り
得
ま
す
。

　

地
域
の
高
齢
者
が
声
が
け
し
あ
い
、

タ
ク
シ
ー
に
相
乗
り
し
て
医
療
機
関

等
に
行
く
「
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
・
深

沢
モ
デ
ル
」
は
、
昨
年
、
新
聞
等
で

大
き
く
報
道
さ
れ
て
お
り
、
県
内
は

も
と
よ
り
、
全
国
に
発
信
で
き
る
将

来
型
の
施
策
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

住
民
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
、
暮
ら
し
や

す
い
仕
組
み
を
作
る
よ
い
参
考
事
例

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
地
域
内
の
集
会
場
に

地
域
の
高
齢
者
が
定
期
的
に
集
ま
り
、

楽
し
み
の
場
と
す
る
「
ふ
れ
あ
い
・

い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
も
村
山
市
発
の

事
例
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
い
ろ
ん

な
知
恵
を
市
民
自
ら
出
し
あ
う
こ
と

で
、
住
み
よ
く
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

に
な
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

●
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携　

　

と
地
域
福
祉
の
充
実

　

保
健
活
動
は
、
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
施
策
の
中
心
を
な
す
も
の

で
す
。

　

新
年
度
も
「
保
健
・
医
療
・
福
祉
」

各
分
野
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
効
果
的
に
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。
高
齢
化
社
会
に

あ
っ
て
高
齢
者
の
健
康
保
持
は
も
ち

ろ
ん
、
若
い
方
々
が
健
康
で
働
き
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
新
年

6 月 15 日にオープンするクアハウス碁点大浴場の模型

旧村山保健所で障がい者福祉サービス事業を開始
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度
は
、「
健
康
む
ら
や
ま
21
計
画
」

の
第
二
次
の
策
定
を
予
定
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
「
予
防
」
に
も
重

点
を
お
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
の
面
で
も
い
く
つ

か
の
進
展
が
あ
り
ま
す
。「
村
山
特

別
支
援
学
校
楯
岡
校
」
が
、
今
年
四

月
か
ら
単
独
校
化
し
、
名
称
も
「
楯

岡
特
別
支
援
学
校
」
と
な
り
ま
す
。

支
援
学
校
を
卒
業
後
の
進
路
や
就
労

の
場
が
課
題
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、

県
村
山
総
合
支
庁
北
庁
舎
に
あ
る
旧

村
山
保
健
所
を
お
借
り
し
、
社
会
福

祉
協
議
会
が
主
体
と
な
り
、
総
合
福

祉
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
障
が
い
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
開
始
い
た
し

ま
す
。

●
子
育
て
医
療
・　

 　
　
　
　

　

子
育
て
環
境
の
充
実

　

子
ど
も
は
、
村
山
市
の
宝
物
で
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す

る
施
策
を
さ
ら
に
重
点
化
し
、
ま
た
、

可
能
な
限
り
積
極
的
に
事
業
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
年
度
は
、
平
成
二
十
七
年
度
か

ら
の
子
ど
も
政
策
の
柱
と
な
る
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の

策
定
に
向
け
、
調
査
、
審
議
等
を
お

こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
医
療
給
付
事
業
に
関

し
て
は
、
新
年
度
よ
り
、
小
学
四
年

生
ま
で
だ
っ
た
対
象
学
年
を
拡
大
し
、

小
学
六
年
生
ま
で
無
料
と
い
た
し
ま

す
。
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
は
未
就

学
児
だ
け
が
無
料
で
し
た
の
で
、
こ

の
三
年
間
で
大
幅
に
拡
充
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
い
ま
や
六
人
に
一
人
と
い

わ
れ
る
不
妊
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
特
定
不
妊

治
療
費
は
「
全
額
助
成
」、「
不
育
症

治
療
費
」
の
一
部
助
成
も
継
続
い
た

し
ま
す
。
さ
ら
に
は
「
産
婦
・
乳
児

一
か
月
健
診
無
料
化
」
も
引
き
続
き

実
施
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
助
成

の
取
組
み
は
、
山
形
県
内
の
自
治
体

に
先
駆
け
て
平
成
二
十
四
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
県
内
外
の

市
民
や
自
治
体
か
ら
も
注
目
さ
れ
て

お
り
、
ま
さ
に
先
進
的
な
取
組
み
と

い
え
る
も
の
で
す
。

　

「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
」

で
す
が
、
新
年
度
か
ら
は
市
内
全
域

の
小
学
校
児
童
が
学
童
保
育
所
を
利

用
で
き
る
体
制
と
な
り
ま
し
た
。「
地

域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
」
や
「
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業
」
な
ど
も
引
き
続
き
実
施
す
る

と
と
も
に
、
子
育
て
施
策
に
関
し
て

は
、
先
進
的
施
策
の
調
査
研
究
も
お

こ
な
い
な
が
ら
、
内
容
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
、
よ
り
よ
い
子
育
て
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
公
共
と
民
間
に
お
け
る　

 　

　

エ
コ
環
境
づ
く
り

　

生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
電
気

や
熱
源
は
、「
再
生
可
能
な
」
エ
ネ

ル
ギ
ー
か
ら
求
め
る
こ
と
が
環
境
負

荷
も
少
な
く
て
い
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
意
味
で
、
今
や
技
術
的
に

も
成
熟
し
、
普
及
が
広
が
っ
て
い
る

「
太
陽
光
発
電
」
を
、
本
市
で
も
さ

ら
に
普
及
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

昨
年
、
山
形
県
に
お
い
て
「
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
戦
略
」
の
も
と
、
楯
岡
笛

田
地
区
の
旧
園
芸
試
験
場
ほ
場
用
地

に
、
県
が
主
体
と
な
る

｢

メ
ガ
ソ
ー

1 歳 6か月検診の様子

全小学校区で実施される学童保育所

徳内・シーボルトラインとメガソーラー設置予定地
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ラ
ー
」
と
し
て
は
初
め
て
の
施
設
が

作
ら
れ
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

新
年
度
、
い
よ
い
よ
建
設
が
始
ま

り
、
秋
に
は
完
成
す
る
見
込
み
で
す
。

二
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
三
百
十
世
帯

分
。
積
雪
地
に
お
け
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
と
し
て
の
実
証
実
験
も
兼
ね
て
の

整
備
で
す
。
県
内
初
の
施
設
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
た
い
へ
ん
期
待
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
事
業
」
も
引
き
続
き
お
こ

な
い
、
住
宅
や
事
業
所
へ
の
設
置
を

促
進
い
た
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
楯

岡
中
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
に
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、「
森
林
資
源
活
用
促
進
事
業
」

や
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
焼
機
器
設

置
補
助
事
業
」
に
新
年
度
初
め
て
取

り
組
み
、
薪ま
き

ス
ト
ー
ブ
や
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
設
置
を
促
す
こ
と
に
よ
っ

て
化
石
燃
料
の
使
用
を
抑
制
し
、
地

球
温
暖
化
の
防
止
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
な
環
境
と　

 　

　

防
災
体
制
づ
く
り

　

地
域
の
安
全
を
守
り
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
を
整
え
る
の
は
、
行

政
と
し
て
の
大
き
な
役
割
で
も
あ
り

ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
は
今
か
ら
約
三
十

年
前
、
県
内
他
市
町
村
に
先
駆
け
て

村
山
市
が
導
入
し
た
仕
組
み
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
県
レ
ベ
ル
で
み

る
と
山
形
県
は
こ
の
防
災
行
政
無
線

の
整
備
普
及
率
が
全
国
最
低
レ
ベ
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
県
で
は
防
災

行
政
無
線
の
普
及
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
本
市
で
は
、
新
年
度

よ
り
二
か
年
か
け
て
最
新
型
に
更
新

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
後
、「
自
主
防
災
組

織
」
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
ま
し

た
。
本
市
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の

組
織
率
で
す
が
、
自
主
防
災
組
織
の

意
識
高
揚
と
活
動
活
性
化
を
図
る
た

め
、
資
機
材
の
購
入
の
際
に
支
援
を

お
こ
な
う
「
自
主
防
災
組
織
支
援
事

業
」
に
、
新
年
度
、
新
た
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
署
職
員
も
、
先
日
お
こ
な
わ

れ
た
県
の
意
見
発
表
会
で
優
勝
し
、

四
月
に
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ
る
東
北

大
会
に
県
代
表
と
し
て
出
場
を
決
め

る
な
ど
、
士
気
が
と
て
も
高
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
消
防
関
係
で
は
、
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
や
防
火
水
槽
な
ど
、

消
防
・
救
急
施
設
整
備
を
順
次
計
画

的
に
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
、
高
齢
化
で
増
加
し
た

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事

故
の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
対
応
策
と
し
て
、
高
齢
者

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々
に
運
転
免
許
証

を
自
主
返
納
し
て
い
た
だ
く
取
組
み

が
効
果
を
発

揮
し
て
い
る

よ
う
で
あ
り
、

本
市
で
も
新

年
度
よ
り
新

た
に
着
手
い

た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、

「
超
高
齢
集

落
支
援
事
業
」

や
「
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス

事
業
」
な
ど

に
も
取
り
組

み
、
地
域
の
福
祉
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（4）
み
ん
な
で
つ
く
る
元
気
な
ま
ち

　

（
市
民
活
動
・
協
働
・
行
政
運
営
）

　

冒
頭
に
も
触
れ
ま
し
た
が
、
本
市

の
最
上
位
の
計
画
で
あ
り
ま
す
「
第

四
次
総
合
計
画
」
は
、
平
成
二
十
五

年
度
が
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
新

年
度
は
、
第
五
次
に
あ
た
る
総
合
計

画
を
策
定
し
、
平
成
二
十
六
年
度
か

ら
こ
の
計
画
に
基
づ
き
施
策
展
開
で

き
る
よ
う
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
と
行
政
と
が
協
働
し
て
、
村

山
市
の
進
む
べ
き
道
と
夢
を
多
く
盛

り
込
ん
だ
「
第
五
次
総
合
計
画
」
を

策
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

道の駅に設置された電気自動車急速充電器

最新型に更新する予定の防災行政無線
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●
市
民
活
動
・
地
域
で
の　

 　

　

話
し
合
い
の
促
進

　

村
山
市
は
、
八
つ
の
地
域
が
有
機

的
に
つ
な
が
り
、
全
体
と
し
て
「
村

山
市
」
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
ま
す
。

八
つ
の
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
活
性
化
し
、

元
気
な
地
域
で
あ
る
こ
と
が
村
山
市

全
体
の
元
気
や
活
力
を
支
え
る
も
の

と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
市
民
活
動
、

地
域
づ
く
り
活
動
が
、
よ
り
活
発
に

な
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
総
合
計
画
策
定
に
合
わ

せ
、
各
地
域
で
四
年
前
に
策
定
し
た

「
地
域
計
画
」
の
見
直
し
も
計
画
し

て
お
り
ま
す
。
地
域
で
の
「
話
し
合

い
」
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
地
域
活
性
化

に
と
っ
て
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

戸
沢
の
「
ひ
っ
ぱ
り
う
ど
ん
」
に

よ
る
地
域
づ
く
り
が
い
ま
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
が
、前
回
の
「
地
域
計
画
」

づ
く
り
の
際
の
「
地
域
で
の
話
し
合

い
」
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。
各
地
域
で
、
前
向
き

な
話
し
合
い
が
展
開
さ
れ
、
こ
れ
を

超
え
る
取
組
み
が
続
々
と
誕
生
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

●
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ
テ
ィ 　

　
　
　
　

む
ら
や
ま
」
の
推
進

　

市
内
の
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
に
、「
み
ど
り
の
会
」
が
あ
り

ま
す
。
山
形
新
聞
紙
上
で
も
何
度
か

紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
若
者
ら
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
さ
れ
て
お

り
、
今
や
百
人
以
上
の
仲
間
に
よ
っ

て
継
続
的
に
被
災
地
支
援
が
お
こ
な

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
村
山
市
民
は
、

か
ね
て
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
意

識
が
極
め
て
高
い
と
感
じ
て
お
り
ま

し
た
が
、
そ
の
代
表
的
な
組
織
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
末
、
山
形
県
民
は
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
参
加
率
」
が
全
国
一
位

で
あ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
も

｢

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事

業
補
助
金｣

な
ど
で
、
事
業
支
援
を

お
こ
な
い
な
が
ら
、
村
山
市
が
、
み

ん
な
で
助
け
合
い
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
さ
ら
に
盛
ん
に
な
る

よ
う
な
風
土
、
雰
囲
気
づ
く
り
を
お

こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ひ
い
て
は
、

ア
メ
リ
カ
の
テ
ネ
シ
ー
州
が
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
州
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ
テ
ィ
む

ら
や
ま
」
と
い
う
愛
称
が
つ
く
よ
う

に
な
る
と
し
た
ら
、
こ
れ
は
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

●
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
と 　

　

議
会
ネ
ッ
ト
中
継
設
備
整
備

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
今
や
社
会
、

文
化
、
経
済
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
活
動

の
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
利
用
さ

れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
山
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
の
整
備
は
楯
岡
局
管
内
の

み
で
し
た
が
、
新
年
度
に
は
未
整
備

の
地
域
で
あ
る
大
久
保
、
冨
本
、
戸

沢
、
袖
崎
、
大
高
根
の
各
地
域
の
整

備
を
お
こ
な
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

市
内
全
域
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
が
完

備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
議
会
の

模
様
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
配

信
で
き
る
設
備
も
整
え
、
同
時
に
議

会
の
新
た
な
音
響
機
器
の
設
備
も
導

入
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
身

近
な
議
会
活
動
の
推
進
が
一
層
可
能

に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
・　

 　

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
ほ
か

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
す
が
、
平
成
二

十
四
年
一
月
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
て
納
付
で
き
る
仕
組
み

を
導
入
い
た
し
ま
し
た
。
そ
う
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
平
成
二
十
二
年
度
ま

で
の
三
年
間
は
約
二
十
人
、
金
額
も

百
万
円
前
後
で
推
移
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
平
成
二
十
四
年
度
に
入
り
急

増
し
、
人
数
は
そ
の
六
倍
、
金
額
も

一
気
に
そ
の
五
倍
も
の
寄
附
を
全
国

各
地
か
ら
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
力
に

ひっぱりまつりの様子

被災地でボランティアを繰り広げる「みどりの会」
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改
め
て
驚
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

返
礼
品
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
、

寄
附
し
て
く
だ
さ
る
方
が
さ
ら
に
増

加
す
る
よ
う
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、

寄
附
で
村
山
市
を
応
援
し
て
く
だ
さ

る
方
々
の
期
待
に
も
応
え
ら
れ
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
市
税
の
適
正
で
的

確
な
課
税
、
収
納
、
水
道
を
主
と
す

る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
保
守
と
確
保
、

市
庁
舎
の
各
課
に
お
け
る
窓
口
で
の

心
の
こ
も
っ
た
対
応
、
わ
か
り
や
す

く
て
懇
切
丁
寧
な
行
政
運
営
な
ど
、

よ
り
一
層
力
を
入
れ
、
地
域
と
人
が

輝
く
村
山
市
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
二
十
五
年
度
の
市
政

を
運
営
す
る
に
あ
た
り
、
基
本
方
針

お
よ
び
主
要
事
業
を
申
し
上
げ
ま
し

た
。

〈
誇
り
〉

　

ア
メ
リ
カ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
名

誉
教
授
で
日
本
文
学
者
の
ド
ナ
ル

ド
・
キ
ー
ン
さ
ん
（
九
十
歳
）
は
震

災
後
、
日
本
定
住
を
決
意
し
日
本
国

籍
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。「
災
難
に

出
合
っ
て
、
そ
れ
で
も
頑
張
っ
て
い

る
日
本
人
は
、
世
界
的
に
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
日
本
を
見

届
け
た
い
。
日
本
人
の
立
派
さ
と
い

う
も
の
を
深
く
感
じ
入
る
の
で
す
」

と
い
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

な
ん
と
心
に
響
く
言
葉
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
を
務

め
劇
作
家
で
詩
人
で
も
あ
っ
た
ポ
ー

ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
は
、
太
平
洋
戦
争

の
さ
な
か
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三

年
）
に
パ
リ
で
こ
う
言
っ
た
そ
う
で

す
。「
日
本
は
負
け
る
だ
ろ
う
。
日

本
人
は
貧
し
い
。
し
か
し
高
貴
だ
。

世
界
で
た
だ
ひ
と
つ
、
ど
う
し
て
も

生
き
残
っ
て
ほ
し
い
民
族
を
あ
げ
る

と
し
た
ら
、
そ
れ
は
日
本
人
だ
」
と
。

　

と
も
に
、
日
本
に
生
ま
れ
て
よ
か

っ
た
と
誇
り
を
感
じ
る
言
葉
だ
と
思

い
ま
す
。

　

「
日
本
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」

が
、「
村
山
市
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ

た
」
と
思
え
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、

村
山
市
で
誇
り
を
持
ち
な
が
ら
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
新
年
度
、
新
た
な
気

持
ち
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

〈
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
〉

　

第
一
義
的
に
は
「
交
響
曲
」
を
意

味
し
ま
す
が
、「
い
ろ
い
ろ
な
異
な

っ
た
要
素
が
調
和
し
、
交
じ
り
あ
っ

て
、
あ
る
効
果
を
生
み
だ
す
こ
と
」

を
も
指
し
ま
す
。

　

村
山
市
に
住
む
一
人
ひ
と
り
は
、

い
ろ
い
ろ
な
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
力
や
持
ち
味
を
互
い
に
出
し
合

い
、
ま
た
、
ほ
か
の
地
域
や
人
と
の

多
様
な
交
流
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
よ
り
豊
か
な
、
そ
し
て
趣
と

味
わ
い
の
あ
る
〝
村
山
交
響
曲
〞
を

紡
ぎ
だ
し
、
そ
の
曲
を
み
ん
な
で
奏

で
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
輝

く
自
治
体
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
ん
な
新
年
度
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
二
十
五
年
度
に
向
け

て
、
市
政
運
営
に
関
す
る
私
の
考
え

の
一
端
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
議
員

各
位
な
ら
び
に
市
民
の
み
な
さ
ま
方

の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
政
方
針
は
二
月
二
十
八
日
の
市

議
会
三
月
定
例
会
初
日
に
示
さ
れ
ま

し
た

Ⅳ  

む
す
び
に

〜
村
山
市
民
と
し
て
の
誇
り
、

　
　
　
　
　
　

そ
し
て
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
〜

整備された環境で楽しく遊ぶ園児たち

円熟したハーモニーを奏でる山形交響楽団
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三
月
七
日
、
保
健
衛
生
関
係
功
労
者

の
県
知
事
表
彰
が
県
庁
で
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
保

健
衛
生
業
務
に
精
励
し
、
そ
の
発
展
向

上
に
寄
与
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
る
方

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
市
内
で
は
次
の

方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
室
さ
ん
は
、
平
成
元
年
か
ら
村
山

保
健
所
内
の
結
核
審
査
協
議
会
委
員
と

し
て
、
長
年
結
核
患
者
の
入
院
や
医
療

費
の
公
費
負
担
の
適
否
に
つ
い
て
審
査

に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
協
議
会

の
審
査
に
携
わ
り
、
保
健
行
政
へ
大
き

く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

奥
山
さ
ん
は
、
平
成
九
年
か
ら
市
食

生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
食
生
活
の
改

善
、
普
及
、
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

県
食
生
活
改
善
推
進
委
員
連
絡
協
議
会

理
事
、
副
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
現

在
、
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議

会
会
長
と
し
て
地
域
の
伝
統
料
理
の
継

承
な
ど
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

第
四
十
七
回
山
形
県
写
真
展
が
山
形

美
術
館
で
開
催
さ
れ
、
応
募
作
品
四
百

二
十
六
点
の
う
ち
、
市
内
か
ら
次
の
方

が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

入
賞

◆
県
議
会
議
長
賞

安
達　

智
（
袖
崎
）

◆
努
力
賞

樽
石　

良
一
（
楯
岡
）

入
選笹

原　

潔
（
楯
岡
）

榎
本　

和
彦
（
楯
岡
）

矢
口　

宏
之
（
楯
岡
）

工
藤　

広
顕
（
楯
岡
）

工
藤　

哲
朗
（
西
郷
）

滝
田　

開
喜
（
西
郷
）

鈴
木　

三
郎
（
戸
沢
）

安
達　

智
（
袖
崎
）

　村山市では、

現在、第４次総

合計画に基づい

て市政運営をお

こなっています

が、平成 25 年

度が計画の最終

年度を迎えるにあたり、今年度内に「第 5

次村山市総合計画」を策定します。

　よりよい計画にするため、市民や有権者

等からなる「策定審議会委員会」を組織し、

計画の内容を審議いただきます。委員の一

部を公募しますので、ご応募ください。

■審議会委員の方の主な役割

総合計画の策定に係る調査・審議

（市の提案に対する意見交換）

※委員になられた方には、市条例に基づき、謝礼

と交通費を支給します。

応募要件　18歳以上の市民

応募方法　所定の応募用紙に、必要事項を

記載し、郵送、ファックス、電

子メール、持参のいずれかの方

法で応募してください。応募用

紙には、「応募理由」と「これ

からのまちづくり」について

の提言作文（計 1,200 字程度）

を記入していただきます。

応募用紙　市企画財政課（市役所２階）、

各地域市民センターにありま

す。市ホームページからダウン

ロードもできます。

募集人数　若干名

申込期限　４月 15日（月）

申込み・問い合わせ

市企画財政課企画係  ☎内線 224

保
健
衛
生
関
係
功
労
者

第
47
回
山
形
県
写
真
展

奥山よね子さん
（大久保）

小室　淳さん
（袖崎）

表 

彰

表 

彰

表 

彰

表 

彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第5次総合計画策定審議会の委員を公募します

栄養関係
功労者

疾病予防
功労者
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東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト

「
３
・
11

絆

村
山
市
は
３
・
11
を
忘

れ
な
い
」
が
三
月
十
日
、
甑
葉
プ
ラ
ザ

で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
震
災
の
記
憶

を
忘
れ
ず
防
災
意
識
を
高
め
よ
う
と
、

村
山
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
村

山
（
三
浦
聡
代
表
）
が
昨
年
に
引
き
続

き
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
市
内
の
中
高
生
約
百
二
十
人

が
参
加
し
、
炊
き
出
し
体
験
や
募
金
活

動
、
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
な
ど
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
炊
き
出
し
体
験

で
は
「
絆
食
堂
」
を
開
設
し
、
そ
ば
や

そ
ば
ガ
レ
ッ
ト
、
玉
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど

を
来
場
者
に
提
供
。
ま
た
、
市
内
の
ス

ー
パ
ー
や
道
の
駅
な
ど
で
お
こ
な
わ
れ

た
募
金
活
動
で
は
、
買
い
物
に
訪
れ
た

方
に
「
東

日
本
大
震

災
へ
の
義

援
金
を
お

願
い
し
ま

す
」
と
呼

び
か
け
、

多
く
の
善

意
が
寄
せ

ら
れ
て
い

ま
し
た
。

塩
竈
市
か
ら
郷
土
料
理

　

会
場
に
は
、
宮

城
県
塩
竈
市
か
ら

し
お
が
ま
感
謝
隊

（
阿
部
勝
雄
代
表
）

と
塩
竈
市
婦
人
会

の
み
な
さ
ん
十
人

が
訪
れ
、
サ
ン
マ

の
つ
み
れ
と
タ
ラ

の
切
り
身
が
入
っ
た
「
し
お
が
ま
汁
」

約
三
百
食
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

し
お
が
ま
感
謝
隊
は
、
大
震
災
に
よ

り
仮
設
住
宅
で
生
活
す
る
塩
竈
市
民
を

中
心
と
し
た
方
で
構
成
さ
れ
、
村
山
市

か
ら
の
炊
き
出
し
な
ど
に
対
す
る
お
礼

と
し
て
駆
け
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

次
の
世
代
に
伝
え
よ
う

　

最
後
に
お
こ
な
わ
れ
た
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
で
は
、
石
巻
市

復
興
を
考
え
る
市
民
の
会
の
藤
田
俊
彦

代
表
と
鈴
木
安
夫
さ
ん
を
招
き
、
楯
岡

高
二
年
生
五
人
と
意
見
交
換
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
「
災
害
時
に

一
番
必
要
な
も
の
は
何
か
、
大
震
災
を

次
の
世
代
に
ど
う
伝
え
れ
ば
い
い
か
」

な
ど
を
質
問
。
藤
田
代
表
は
「
一
番
必

要
な
も
の
は
携
帯
電
話
だ
っ
た
。
一
方

通
行
で
は
な
く
、
双
方
向
の
情
報
が
大

切
。
被
災
地
を
自
分
で
見
て
、
被
災
者

と
会
話
を
し
て
、
感
じ
た
こ
と
を
伝
え

る
こ
と
が
一
番
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
三
浦
代
表
は
、「
た

く
さ
ん
の
中
高

生
の
み
な
さ
ん

が
参
加
し
て
く

れ
て
、
と
て
も

頼
も
し
い
」
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

意
識
の
高
さ
を

喜
ん
で
い
ま
し

た
。

東日本大震災の義援金
受付を延長します

　心温まるたくさんの義援金をお寄せいた

だき、大変ありがとうございます。みなさ

まの善意は被災地の復興等に役立てられて

います。

　市福祉事務所では塩竈市への義援金と日

本赤十字社義援金を、市社会福祉協議会で

は山形県共同募金と市内避難者への義援金

（善意銀行）を受け付けています。いずれ

の義援金・募金も、受付期間を平成 26年

3月 31 日まで延長することにしましたの

で、引き続き、ご協力をお願いします。

　3月 15 日までに寄せられた義援金の状

況をお知らせします。

■塩竈市への義援金 11,481,069 円

　（村山市からの見舞金 100 万円を含む）

■日本赤十字社義援金 4,397,654 円

■山形県共同募金 55,787 円

■市内避難者への義援金 385,000 円

問い合わせ　市福祉事務所地域福祉係  ☎内線 147

村
山
市
は
３
・
11
を
忘
れ
な
い

3.11 

絆

　募金活動を報告します　

　「3・11 絆」でお

こなわれた募金活動

で 265,528 円の義

援金が集まりました。

　寄せられた義援金

は被災地の復興などに役立てられます。

■日本赤十字社へ 100,000 円

■あしなが育英会へ 85,528 円

■石巻市復興を考える市民の会へ 80,000 円



18市民の友　むらやま　2013.4.1

こんなときは 14日以内に届出を
　「印鑑」と「保険証」、窓口にお越しの方の本人確認ができるもの（運転免許証など）を準備して、

市民課窓口でお手続きください。

※高齢受給者証、減額認定証、その他の医療証をお持ちの方は、あわせてお持ちください。

窓口の一部負担金減免制度
　災害や失業などの特別な理由により収入が著しく減少し、生活が一時的に困難となった場合には、

申請により、医療機関窓口での支払いを減額できる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

こんなとき 必要なもの
国
保
に
加
入

他市町村から転入してきた 転出証明書
職場の健康保険をやめた 資格喪失連絡票、年金受給者の方は年金証書（加入年数のわかるもの）
職場の健康保険の扶養からはずれた 資格喪失連絡票
お子さんが生まれた 母子健康手帳

や
め
る
と
き

他市町村へ転出する
職場の健康保険に入った（扶養になった） 職場が発行する保険証
死亡した 死亡を証明する書類

そ
の
他

退職医療制度に加入する 年金受給者の方は年金証書（加入年数のわかるもの）
退職医療制度に該当しなくなった
住所、世帯主、氏名が変わった
修学のため他の市町村に住む 在学証明書
修学期間が終わった 就職した場合は職場が発行する保険証
保険証をなくした、保険証が汚れて使えなくなった 身分を証明するもの、使えなくなった保険証

生涯学習活動支援事業
　サークルや団体などが生涯学習活動を実施

し、講師に謝礼を支払う場合、謝礼金の一部を

助成します。計画決定後、早めに申し込んでく

ださい。

活動の例　各種団体・自主サークル・自治公
民館の生涯学習活動など

助 成 額　年間 2万円以内（ただし 3年間支
援を受けた団体は 1万円以内）

申請方法　講師等を選定、依頼した後、事業
実施日の 2週間前まで申請書を提

出してください。

生涯学習人材バンク
　専門知識や技能を持つ方に指導者 ( 人材 ) と

して登録していただき、講師を探しているみな

さんに紹介します。

　幅広い分野の人材がそろっています。

指導内容の例　
読み聞かせ・民踊・落語・米粉パン作り・ヨガなど

利用方法
①市のホームページや各地域市民センター、市

生涯学習課で「人材バンク」名簿を閲覧し、

お願いしたい講師をみつける。

②市生涯学習課に講師の連絡先を問い合わせる。

③講師本人に連絡し、日程や謝金、内容などに

ついて相談する。

問い合わせ

市生涯学習課生涯学習係  ☎内線 332

市民のみなさんの生涯学習活動を応援します

国保のお知らせ
問い合わせ
市保健課国保医療係
☎内線 134
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■求職者・起業者向けの無料相談会
　就職相談や履歴書の書き

方・面接の心得など就職に

関して、特定社会保険労務

士が個別に相談に応じます。

平成 25 年度も毎月 4回ず

つ開催していきます。相談料無料。相談希

望者は事前にご予約ください。

期日　4月 3日（水）、10日（水）、

　　　19日（金）、27日（土）

時間　午前 9時～午後 4時

会場　甑葉プラザ 2階 ラウンジ

◎協議会のホームページもご覧ください。

各種セミナーの詳しい募集案内や最新情報、

雇用に関する情報などを掲載しています。

アドレス　http：//www.murayama-koyou.jp/

　収穫の喜びが体験できる市民農園と農園管理

組合のみなさんが育てた果物等の収穫ができる

オーナー農園の利用者を募集します。農家以外

の方が利用できます。なお、応募多数の場合は

抽選になります。

市民農園貸付期間　4月～平成 26年 3月

申込み・問い合わせ

楯岡グリーンタウンふれあい農園
市農林課農業振興係  ☎内線 252

最上川ふるさと農園・オーナー農園
市農村文化保存伝承館  ☎（53）3277

◇楯岡グリーンタウンふれあい農園
　楯岡グリーンタウン（楯岡北町）にある

市民農園です。トマトやキュウリなど家庭

菜園に最適な広さです。

区 画 数　26区画　

貸付面積　30～ 74㎡

貸 付 料　2,000 ～ 4,000 円

申込期限　4月 12日（金）

◇最上川ふるさと農園
　管理組合のみなさんが農作業の指導をし

てくれます。道具の貸し出しもおこないま

す。

区 画 数　33区画

貸付面積　50～ 100㎡

貸 付 料　3,000 ～ 5,000 円

申込期限　4月 15日（月）

◇オーナー農園
オーナー料

・大玉プルーン　2,000 円（2Kg）

　※宅配も可能。（箱代、送料が別途必要）

・サクランボ「佐藤錦」

　45,000 円～ 100,000 円（1本）

　※現地で収穫できる方に限ります。

申込期限　5月 31日（金）

有害鳥獣捕獲の実施

　ニホンザルによる農作

物等への被害防止のた

め、市猟友会が捕獲をお

こないます。事故防止の

ため、捕獲作業現場には

絶対に近づかないように

お願いします。

実施地域
市内全域（主に楯岡、大倉、袖崎地域）

捕獲方法
法定銃器（散弾銃等）

※「有害鳥獣捕獲員」と書かれた赤色の腕章を

着用し、目立つ色のベストなどの服装で作業

をします。

問い合わせ　市農林課農業振興係  ☎内線 252

市民農園・オーナー農園利用者募集

◎協議会のホームページもご覧ください。

各種セミナーの詳しい募集案内や最新情報、

雇用に関する情報などを掲載しています。

アドレス　http：//www.murayama-koyou.jp/

地域雇用創造推進事業
問い合わせ　市地域雇用創造推
進協議会事務局（甑葉プラザ内）
☎（52）3181・FAX（52）3532

セミナー

情報
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環境都市むらやまを目指して

 環境☆市民の広場
問い合わせ

市環境課環境係

☎内線 245

　今年度の第４回村山市環境懇談会を 3月

15 日に市役所で開催しました。懇談会では

市環境基本計画の見直し案が了承され、計画

の後半５か年に反映して取り組んでいきます。

その他、環境施策に

対し、活発な意見交

換がおこなわれまし

た。主な内容は右の

とおりです。

協議内容
・市環境基本計画見直しについて

・環境施策の実施状況について

・新年度の環境施策と予算案について

・災害廃棄物の受け入れ状況　など

主な質疑・ご意見
・下水道未接続者への接続要請について

・不法投棄防止パトロールの強化について

・資源回収でのビン類回収促進について

　西日本を中心に中国の大気汚染や黄砂の

影響で PM2.5（微小粒子状物質）の濃度

が上昇しています。県では、平成 24 年 4

月から環境科学研究センター（楯岡笛田）

をはじめ、県内 11か所で測定しています。

また、県は環境省の対応指針を受け、当面

の PM2.5 への対応方針と注意喚起マニュ

アルを策定しました。本市もこれに基づい

て市民への注意喚起をおこないます。

注意喚起の基準
　午前５時から７時までの１時間値の平均

値を測定して判断し、暫定基準の日平均

70μｇ／㎥を超える場合に注意喚起をおこ

ないます。1時間値の平均値 85μg／㎥は

日平均 70μｇ／㎥に相当するため、この時

間帯に 85μｇ／㎥を超えた場合、県と市が

午前7時30分をめどに注意喚起をします。

○注意喚起は県、市のホームページに掲載

します。また、保育施設、小中学校、福

祉施設等には直接連絡します。

○注意喚起は、1時間値が 50μｇ／㎥以下

に改善された場合に解除します。

注意喚起後の行動の目安
○屋外で長時間の激しい運動を減らす。

○不要不急の外出を減らす。

○屋内でも換気や窓の開閉を必要最小限に

する。

○呼吸器系などに疾患のある方、小児、高

齢者は特に注意する。

　なお、環境科学センターの昨年４月から

の日平均最高値は 2月 28 日の 38μｇ／㎥

で、注意喚起の暫定基準値を大きく下回っ

ています。詳しくは市環境課へお問い合わ

せください。また県ホームページに測定値

が掲載されています。

携帯電話、スマートフォン

の方は、こちらのQRコー

ドで県ホームページをご覧

ください。

微小粒子状物質（PM2.5）への対応について

平成 25年度環境関連補助事業のお知らせ
　市では、環境保全や地球温暖化防止推進のため、各種設備の設置に対し以下の補助金を交付

します。詳しくは要綱が定まり次第お知らせします。

・太陽光発電設備設置補助　3万円／kW（上限あり）　・木質バイオマス燃焼機器設置補助（新規）
・合併処理浄化槽設置補助　人槽により 40万 2千円から 63万 8千円　
　　　　　　　　　　　　　　 ※合併処理槽への転換は県補助追加

・家庭用生ごみ処理機等購入補助　購入費の 1／ 2（1万円上限）
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　住環境の整備や消費需要の拡大、定住促進を

図るため住宅リフォーム支援事業を実施します。

対象要件
次の要件をすべて満たす工事。

①自ら居住する住宅の増改築・修繕・模様替

え等の総額 20万円以上のリフォーム工事

②原則として、市内の建設・建築業者と工事

の契約をすること

③平成 26 年 3 月 10 日までに工事完了報告

書を提出できること

④市税等の滞納がないこと

対象となる工事例
住宅のリフォーム工事（増改築、外壁・屋根

の張替えや塗装、窓の入替、畳・ふすま・壁・

クロス等の内装、太陽光発電装置や省エネル

ギー設備の導入など）

対象とならない工事例
住宅の新築、車庫・物置等の新築や増改築、

アパート・貸家・店舗・作業小屋の新築や増

改築、門・塀・庭造り等の外構工事など

補助金額
①一般的なリフォーム工事

　対象工事費の 10％（限度額 20万円）

②耐震補強工事（一部でも可）を含むリフォ

ーム工事

　対象工事費の 10％（限度額 30万円）

③山形県リフォーム総合支援事業費補助金交

付要綱に定める要件に該当するリフォーム

工事

　対象工事費の 20％（限度額 40万円）

※ただし、耐震補強（一部でも可）を含む場

合は限度額 50万円

補助金交付申請の受付
4 月 1日（月）から受付開始

（予算の範囲内で先着順に決定します）

住宅のリフォームを支援します

気仙沼市の災害廃棄物受け入れ
終了のお知らせ
　平成 23年 7月から始まった宮城県気仙沼市

の災害廃棄物（被災木チップ）の受け入れは、

平成 25 年 3月 25 日で終了し、搬入合計量は

約 11,300 トンでした。

　市内に搬入した被災木チップは、やまがたグ

リーンリサイクル㈱（金谷）で破砕処理した後、

自然木チップと約半分ずつ混合し、やまがたグ

リーンパワー㈱（富並）の発電燃料に利用しま

した。なお、被災木チップの在庫により、発電

への利用は今後約 1か月程度続きます。

　市と事業者では、受け入れ後から定期的に被

災木チップ、焼却灰、排ガスなどの放射性物質

の測定確認、施設周辺の空間放射線量の測定に

より安全確認を図ってきました。すべての調査

結果が基準値を下回っています。今後も当面の

間、空間放射線量の測定を継続し、安全確認を

おこなっていきます。

　市民のみなさんのご理解とご協力に対し、心

よりお礼申し上げます。

問い合わせ　市環境課環境係  ☎内線 245

◎いずれの測定地点でも人体に影響
がない数値で、心配ありません
■県モニタリング計画による測定
　県と市が連携し、市内４か所で毎月測定

しています。3月は 6日に実施し、測定結

果は 0.01 ～ 0.03μSv／ｈでした。

■廃棄物搬入施設周辺の測定
　災害廃棄物搬入施設周辺で、市が月2回、

6か所の空間放射線量を測定しています。

　3月は 6日と 19 日に実施し、測定結果

は 0.02 ～ 0.06μSv／ｈでした。

問い合わせ　市環境課環境係  ☎内線 245

　上水道は毎週月曜日に、4つの簡易水道

は 3か月に１回の検査をおこなっていま

す。いずれも放射性物質は検出されません

でした。

問い合わせ　市水道課工務係  ☎内線 183

村山市の空間放射線量測定結果

水道水の放射性物質検査結果

問い合わせ

市建設課建築係

☎内線 238
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問い合わせ

子ども福祉係  ☎内線149

子育て推進係  ☎内線159

子育て家庭の相談

直通電話　　☎（53）4788

出
会
い　

  

子
育
て
応
援
情
報

　

男
女
の
出
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、
妊
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の
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き
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れ
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。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。　

市ホームページ　http://www.city.murayama.lg.jp/

  ＜ 4月の親子交流イベント・講座＞

 白抜き文字の行事  …●親子交流ひろば  ☎（53）0901　　　　　※記載がない場合、会場は親子交流ひろば
 黒文字の行事  …●子育て支援センターぐんぐん  ☎（56）2002　※FAX兼用、子育て相談もできます

問

問

 ひだまり保健室 

　身長と体重の測定ができます。

日時　4日（木）　午前 10時 30分～ 11時

 おばあちゃんと遊ぼう＆ロンパーカーの日 
　地域のおばあちゃんと遊びましょう。なかよしル

ームを開放します。

日時　17日（水）  午前 9時 30分～11時 30分

 4 月生まれのお誕生会 
　事前申込みが必要。先着 15 組。誕生月でないお

友達もどうぞ。

日時　26日（金）  午前 11時 15 分～正午

 ぐんぐん広場 
　未就学児の親子が対象。元気に、楽しく、仲良く

遊びましょう。お気軽にどうぞ。

日時　27日（土）  午前 9時 30分～11時 30分
会場　戸沢保育園

◆相談メールアドレス（ぐんぐん子育てメール）
gungunkosodate@city.murayama.lg.jp
◆NPO法人ポポーのひろばホームページ
http://popoh.org/

NPO 法人ポポーのひろばホーム

ページのQRコードはこちらです。

随時、季節の行事も開催していま

すので、こちらか

らチェックをお願

いします。

♥ファミサポ会員を募集しています♥
　子どもの預かりや送迎など、子育てを手
助けするむらやまファミリー・サポート・セ
ンターの利用会員と協力会員を募集してい
ます。年度途中の登録はいつでも可能です
ので、興味のある方はお問い合わせください。
■NPO法人ポポーのひろば  ☎（53）0901問
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採用予定職種　助産師、看護師

　　　　　　　（各若干名）

受験資格　当該職種の資格免許取得者

試験日時　5月 18日（土）　午後 1時～

試験会場　北村山公立病院

試験種目　作文試験、面接試験

受付期間　4月 1日（月）～ 5月 10日（金）

　　　　　※土曜・日曜日、祝日は除く

受付時間　午前8時30分～午後5時15分

◎申込方法など詳しくは、お問い合わせく

ださい。受験申込用紙は病院経営管理課

総務係で交付します。病院ホームページ

からも取り出せます。

アドレス http://www.hosp-kitamurayama.jp

申込み・問い合わせ

北村山公立病院経営管理課総務係  ☎（42）2111

クアハウス碁点
無料送迎バス　

（水曜日運行）

帰りのバスはクアハウス

碁点を午後３時に出発し

ます。

問い合わせ　クアハウス碁点  ☎（56）3351

北村山公立病院

職員採用選考試験
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た
方
に
は
、
ハ
ガ

キ
形
式
の
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
の
申
請
は
、
４

月
末
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

定
例
年
金
相
談

　

寒
河
江
年
金
事
務
所
へ
ご
希
望
の
時

間
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

期
日　

４
月
12
日
（金）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場　

市
商
工
会
館

問
い
合
わ
せ　

寒
河
江
年
金
事
務
所

☎
０
２
３
７
（84）
２
５
５
１　

ま
た
は

市
民
課
国
民
年
金
係  

☎
内
線
115

国
民
年
金
情
報

定
例
年
金
相
談

タ
ク
シ
ー
・
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

の
利
用
券
を
交
付
し
ま
す

　

市
で
は
、
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方

に
タ
ク
シ
ー
運
賃
や
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

の
入
浴
料
が
割
引
に
な
る
利
用
券
を
交

付
し
ま
す
。
対
象
の
手
帳
を
お
持
ち
の

方
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

各
種
手
帳
、
印
鑑

申
請
窓
口　

市
福
祉
事
務
所（
市
役
所
１
階
）

■
福
祉
タ
ク
シ
ー

対
象　

身
体
障
が
い
者
手
帳
（
１
級
〜

４
級
）、
療
育
手
帳
、
精
神
障
が
い
者

保
健
福
祉
手
帳

助
成
額　

券
１
枚
で
基
本
料
金
の
９
割

交
付
枚
数　

月
２
枚（
年
間
最
大
24
枚
）

■
リ
フ
ト
付
き
タ
ク
シ
ー

対
象　

下
肢
ま
た
は
体
幹
障
が
い
１

級
・
２
級
の
身
体
障
が
い
者
手
帳

助
成
額　

券
１
枚
で
２
、７
０
０
円

交
付
枚
数　

月
１
枚（
年
間
最
大
12
枚
）

■
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
入
浴

対
象　

身
体
障
が
い
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳

助
成
額　

券
１
枚
で
１
５
０
円
（
小
学

生
は
１
０
０
円
）

交
付
枚
数　

年
間
12
枚

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
係  

☎
内
線
143

生

活

福

祉

情

報

戸
沢
・
岩
野
方
面

運行日 宮下・平和の森

宮下公民館

中里工業

土海在家公民館

樽石バス停

岩野会館

8:50

8:52

8:53

8:56

9:02

9:04

4/3

7/3

9/4

11/6

6/5

8/7

10/2

大
高
根
方
面

運行日 小滝公民館

はとや

山の内・井上商店

鹿野理容室

深沢・土屋美容室

8:50

8:53

9:00

9:05

9:06

4/10

7/10

9/11

11/13

6/12

8/14

10/9

4月～11月



24市民の友　むらやま　2013.4.1

　東京浅草・浅草寺に奉納する大わらじを作っ

ている楯岡荒町町内で３月２日、わらじづくり

講習会がおこなわれました。この講習会は、大

わらじ奉納を継承するため平成 11年に設立さ

れた浅草観音荒町参拝講（土谷義博会長）のみ

なさんが、奉納する際に履く自分のわらじを自

分で作ることができるようにと、昨年からおこ

なっています。講習会とは言うものの、みなさ

んとても上手で熟練した方ばかりでした。

わらじづくりを継承／楯岡荒町

　今年で 10年目となる段々ロングな雛まつり

が、3月 15 日から 20 日まで甑葉プラザで開

かれました。15 日にはオープニングセレモニ

ーがおこなわれ、村山三曲協会が琴と尺八で雛

まつりの雰囲気を盛り上げ、訪れた人たちは約

6,000 体の雛人形に圧倒されていました。4月

から保育園に入園する西村かのんさんは「私も

早く作ってみたい」と話しながら、園児たちが

作った人形を眺めていました。

段々ロングな雛
ひな

まつりオープニング

　大高根地域の森地区自治公民館が改築され、

平成 24年 12月 24日完成しました。設計や建

築に地元業者や住民の方が関わって完成した公

民館。3月10日には完成祝賀式がおこなわれ、

地区住民と関係者約50人が参加し、記念撮影

やテープカットをしました。

　式典では、森地区の猪藤英雄区長が「避難場

所としても活用できる新しい公民館を有効に活

用していきましょう」とあいさつし、完成を祝

いました。

自治公民館が完成／富並・森地区

　葉山中生徒会のボランティア運営委員会が 3

月 14 日、資源回収で集めたアルミ缶の収益金

で購入した屋内用すべり台１台とシーソー２台

を市に寄贈しました。宮林エミリ前委員長と松

田百華奈現委員長は「地域のみなさんの協力で

集めた収益金で購入できました。楽しく遊んで

ほしいです」と話していました。

　いただいた遊具は、児童発達支援事業所「い

ずみ」で使用していきます。

葉山中ボランティア運営委員会が遊具を寄贈



25 市民の友　むらやま　2013.4.1

■
森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
と
き
は
届

出
が
必
要
で
す

　

新
た
に
森
林

の
土
地
の
所
有

者
と
な
っ
た
方

は
、
法
律
に
よ

り
届
出
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

面
積
に
関
わ
ら
ず
、
売
買
や

相
続
等
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た
に

取
得
し
た
個
人
お
よ
び
法
人

届
出
期
間　

土
地
の
所
有
者
に
な
っ
て

か
ら
90
日
以
内

■
森
林
の
立
木
伐
採
に
は
届
出
が
必
要

で
す

　

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
と
き
は
、

法
律
に
よ
り
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
保
安
林
で
の
伐
採
や

伐
採
面
積
が
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る

場
合
は
、
別
途
手
続
き
が
必
要
で
す
。

届
出
を
し
な
い
で
伐
採
す
る
と
罰
金
を

科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
森
林

の
立
木
を
伐
採
す
る
際
は
、
あ
ら
か
じ

め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

届
出
期
間　

伐
採
を
始
め
る
90
日
か
ら

30
日
前

■
山
火
事
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

山
の
火
事

も
と
は
小
さ
な

火
種
か
ら

　

私
た
ち
の
大
切

な
財
産
で
あ
る
森

林
を
守
る
た
め
、

火
の
取
扱
い
に
は

十
分
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　

消
防
法
令
に
よ
り
、
危
険
物
取
扱
者

お
よ
び
消
防
設
備
士
の
免
状
交
付
後
10

年
以
内
ご
と
に
、
免
状
に
貼
っ
て
あ
る

写
真
を
新
し
い
も
の
に
取
り
換
え
る

「
写
真
の
書
換
え
」
を
し
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
ま
だ
写
真
の
書
換
え
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
速
や
か
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
書
換
申
請

書
は
市
消
防
本
部
に
も
あ
り
ま
す
。

　

行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
、
困
り

ご
と
な
ど
に
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま

す
。
予
約
不
要
、
当
日
会
場
に
ど
う
ぞ
。

期
日　

４
月
11
日
（木）

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

会
場　

市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

土
地
家
屋
調
査
士
、
司
法
書
士
が
土

地
の
境
界
や
登
記
に
つ
い
て
無
料
で
相

談
を
受
け
ま
す
。
当
日
、
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

期
日　

４
月
21
日
（日）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場　

さ
く
ら
ん
ぼ
タ
ン
ト
ク
ル
セ
ン

タ
ー
（
東
根
市
）

　

当
日
の
申
込
状
況
に
よ
り
、
受
付
終
了

時
間
が
繰
り
上
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

期
日　

5
月
8
日
（
水
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時

市役所は

TEL(55)2111

FAX(55)6443

information

困
り
ご
と
・
相
談

困
り
ご
と
・
相
談

◯
市
農
林
課
農
村
林
務
係

問

☎
内
線
254

農
林
課
か
ら
お
知
ら
せ

農
林
課
か
ら
お
知
ら
せ

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士

免
状
を
お
持
ち
の
方
へ

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士

免
状
を
お
持
ち
の
方
へ

◯
（財）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部

☎
０
２
３（
６
３
１
）０
７
６
１

問

◯
市
民
課
市
民
係

問

☎
内
線
112

市
民
行
政
相
談

市
民
行
政
相
談

◯
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
北
村
山
支
部

　宮
林
晃

問

☎
(54)
２
８
９
５

無
料
登
記
相
談

無
料
登
記
相
談

ファミリーフォトキャンペーン
広
告

広
告

◯
県
弁
護
士
会
事
務
局

問

☎
０
２
３（
６
２
２
）２
２
３
４

憲
法
記
念
行
事
無
料
法
律
相
談
会

憲
法
記
念
行
事
無
料
法
律
相
談
会
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〜
3
時（
受
付
は
午
後
2
時
30
分
ま
で
）

会
場　

県
弁
護
士
会
館
（
山
形
市
）

■
県
営
楯
岡
ア
パ
ー
ト
（
楯
岡
笛
田
）

募
集
戸
数　

２
戸
（
１
階
・
２
階
）

申
込
資
格　

同
居
ま
た
は
、
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方
で
、
所
得
が

規
定
に
該
当
す
る
方
。

※
家
賃
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類　

県
営
住
宅
申
込
書
、
50
円

切
手
2
枚

受
付
期
間　

４
月
３
日
（水）
〜
９
日
（火）

※
県
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
（
霞
城
セ

ン
ト
ラ
ル
22
階
）
は
月
曜
休
館

　

離
職
等
で
再
就
職
を
希
望
し
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
て
い
る
方
が

対
象
の
職
業
訓
練
で
す
。
受
講
料
は
無

料
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト
代
等
が
必
要
。

募
集
科　

Ｎ
Ｃ
生
産
シ
ス
テ
ム
科

定
員　

18
名

訓
練
期
間　

６
月
４
日
（火）
〜
11
月
26
日
（火）

申
込
期
限　

４
月
25
日
（木）

　

夏
休
み
を
利
用
し
国
際
交
流
、
英
語

学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
.k
sk
k
.or.jp

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
文
化
交
流
・
英
語
研
修
な
ど

場
所　

米
国
・
英
国
・
豪
州
・
カ
ナ
ダ
・

サ
イ
パ
ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー

対
象　

小
学
３
年
〜
高
校
３
年
生
ま
で

日
程　

７
月
下
旬
〜
８
月
中
旬
（
行
き

先
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

参
加
費　

２
２
８
、
０
０
０
円
〜
５
７

８
、０
０
０
円

申
込
期
限　

６
月
３
日
（月）

◆
調
理
師
試
験

申
請
書
配
布
場
所　

県
庁
、
保
健
所

受
験
申
請
受
付
期
間　

4
月
22
日
（月）
〜

6
月
6
日
（木）

試
験
日
時　

8
月
24
日
（土）　

午
後
1
時

30
分
〜

試
験
会
場　

青
森
県
、
埼
玉
県
な
ど

◆
調
理
技
術
審
査
・
技
術
検
定
試
験

受
験
申
請
受
付
期
間　

前
期
（
寿
司
料
理
、
中
国
料
理
、
給
食

用
特
殊
料
理
）
＝
４
月
３
日
（水）
〜
５
月

７
日
（火）

後
期
（
日
本
料
理
、
西
洋
料
理
、
麺
料

理
）
＝
９
月
３
日
（火）
〜
10
月
４
日
（金）

実
技
試
験　

前
期
＝
7
月
27
日
（土）
〜
8

月
23
日
（金）　

後
期
＝
平
成
26
年
1
月
18

日
（土）
〜
2
月
14
日
（金）
の
間
の
指
定
す
る
日

◎
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.ch
o
u
ri-g
g
c.o
r.jp

　

江
戸
時
代
の
文
書
を
勉
強
し
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
資
料
代
な
ど

の
実
費
分
を
い
た
だ
き
ま
す
。

期
日　

４
月
11
日
（木）（
毎
月
第
２
木
曜
日
）

時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

市
民
会
館
小
会
議
室

期
日　

４
月
29
日（
月
・
祝
日
）

会
場　

さ
く
ら
ん
ぼ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に

勤
務
し
て
い
る
方

参
加
料　

１
チ
ー
ム
＝
１
０
、
０
０
０

円
（
各
チ
ー
ム
４
〜
５
人
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
）

プ
レ
ー
代　

メ
ン
バ
ー
＝
４
、５
０
０
円
、

市役所は☎（55）2111

◯
県
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

問

☎
０
２
３（
６
４
７
）０
７
８
１

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

◯
山
形
職
業
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー

問

☎
０
２
３（
６
８
６
）２
０
１
６

離
職
者
の
た
め
の
職
業
訓
練

離
職
者
の
た
め
の
職
業
訓
練

◯
（財）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

問

☎
０
３（
６
４
５
９
）４
６
６
１

小
学
生
〜
高
校
生
の
国
際
交
流

小
学
生
〜
高
校
生
の
国
際
交
流

◯
（社）
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

問

☎
０
３（
３
６
６
７
）１
８
６
７

調
理
関
係
の
国
家
試
験

調
理
関
係
の
国
家
試
験

◯
吉
田
谷
忠
司

問

☎
(55)
２
６
２
２

古
文
書
勉
強
会

古
文
書
勉
強
会

市
ク
ラ
ブ
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

市
ク
ラ
ブ
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

◯
さ
く
ら
ん
ぼ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

☎
(53)
3
3
1
1

問

募
集
・
試
験

募
集
・
試
験

○ 楯岡地域市民センター（月２回）
　 小学生から大人まで

○ お問い合わせ　押野  TEL 080－6001－9140

始めませんか
　　フラワーライフ

お花の教室へのお誘いおいしいお米にしませんか？おいしいお米おいしいお米
夏過ぎても

こめやかたエネルギーのサカイ

1袋100円でご利用できます

☎53－2857   村山市楯岡鶴ヶ町 2－2－6

・カビのはえた米
・まずい米
・かさばる米置き場

カビのはえた米

ぜひ米冷蔵庫をご利用ください

解決
伝統的ないけばなからモダンな
アレンジまで自由で多彩な表現
方法が学べます

広
告

広
告
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information

ビ
ジ
タ
ー
＝
７
、０
０
０
円（
飲
食
代
は
別
）

申
込
期
限　

４
月
17
日
（水）

申
込
方
法　

参
加
料
を
添
え
て
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

地
域
活
動
中
の
万
一
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

５
名
以
上
の
団
体
で
加
入
で
き
ま
す
。

保
険
期
間　

加
入
の
翌
日
か
ら
平
成
26

年
３
月
31
日
（月）
ま
で

年
間
掛
金
（
１
人
分
）
中
学
生
以
下
＝

８
０
０
円
・
１
、
４
５
０
円　

大
人
＝

８
０
０
円
・
１
、
８
５
０
円
（
活
動
種

類
で
額
が
異
な
り
ま
す
）
65
歳
以
上
＝

１
、
０
０
０
円　

大
人
（
子
ど
も
の
指

導
限
定
）
＝
１
、
３
０
０
円　

危
険
度

の
高
い
ス
ポ
ー
ツ
＝
１
１
、０
０
０
円

◎
申
込
用
紙
は
、
市
生
涯
学
習
課
ま
た

は
市
民
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

訓
練
内
容
・
期
日　

通
常
訓
練
＝
１
日

（月）
〜
５
日
（金）
、
８
日
（月）
〜
12
日
（金）
、
15

日
（月）
〜
19
日
（金）
、
22
日
（月）
〜
26
日
（金）

ヘ
リ
離
着
陸
訓
練
＝
１
日
（月）
〜
５
日
（金）
、

８
日
（月）
〜
12
日
（金）
、
15
日
（月）
〜
19
日
（金）
、

22
日
（月）
〜
26
日
（金）

日
本
の

心
を残
す地元すまいの

専
門
店
事
務
所
は
ボ
ロ
い

が
腕は一流！地元

に根

づ
く
職
人
仕
事
と

屋根・外壁 塗り替え
専 門 店

山形県知事許可（般－9）第300234号

㈲イトウ装建

村山市楯岡笛田4丁目6-22

全工事

見積無料

自社責任施工
地域密着真心対応

詳しくはホームページをご覧ください。イトウ装建 で検索

迅速丁寧・低料金で高品質

伊藤塗装店
0237－55－2886☎

全工事

自社責任施工
地域密着真心対応

屋根・外壁

広
告

問 陸
上
自
衛
隊
大
高
根
演
習
場

使
用
予
定（
４
月
分
）

陸
上
自
衛
隊
大
高
根
演
習
場

使
用
予
定（
４
月
分
）

◯
神
町
駐
屯
地

☎
(48)
１
１
５
１

◯（
公
財
）ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
山
形
県
支
部

問

☎
０
２
３（
６
４
２
）８
３
２
１

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
よ
う

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
よ
う

山形空港の　　　　
運航ダイヤが変わります

　山形空港東京便、

大阪便の運航ダイヤ

が変わります。

【東京（羽田）便】（ＪＡＬ・日本航空）

便名 山形発  東京着 便名 東京発  山形着

1254 12:50→13:55 1259 14:25→15:20

【大阪（伊丹）便】（ＪＡＬ・日本航空）

便名 山形発  大阪着 便名 大阪発  山形着

2234 9:00→10:20 2233 7:15→ 8:30

2236 15:50→17:10 2235 10:55→12:10

2238 18:00→19:20 2237 16:15→17:30

問い合わせ

山形空港利用拡大推進協議会（県交通政策課）

☎ 023（630）3081

常設展示室「最上川 Ⅰ」

　洋画家真下慶治が描いた最上川の風景画

を展示します。

期間　4月 12日（金）～ 6月 18日（火）

企画展示室

「中山光広　人物素描展」
　山形デザイン専門学校の講師で洋画家の

中山光広氏の人物素描作品を展示します。

期間　4月 12日（金）～ 5月 21日（火）

さくらさくらコンサート
～幾

いく

年
とせ

の春を重ねて～
出演　嚶

おう

鳴
めい

女声合唱団

　　　チェロ　増川大輔　

　　　ピアノ　須藤恵美子

日時　4月 21日（日）

　　　午後 2時開演

チケット　1,000 円

（入館料・コーヒー付き）

開館時間　午前 9時～午後 5時

　　　　　（入館は午後 4時 30分まで）

休館日　毎週水曜日

入館料　大人 300 円、小・中学生 150 円

問い合わせ　真下慶治記念美術館  ☎（52）3195

真下慶治記念美術館へどうぞ



　ふだんの日曜市役所は諸証明書等の発行

業務のみの取扱いになりますが、4月 7日

は通常業務に加え、住民異動等に関する下

記手続きができます。窓口にお越しの際は、

印鑑、身分証明書をお持ちください。

◎転入届　◎転出届　◎転居届
◎小・中学校の転入学届
◎児童手当の申請
◎水道開閉栓届
◎国保医療申請
◎福祉医療申請

問い合わせ　

市民課市民係  ☎内線 111

市学校教育課学事係  ☎内線 324

市福祉事務所子ども福祉係  ☎内線 149

市水道課業務係  ☎内線 181

市保健課国保医療係  ☎内線 135
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村山市の人口（3月1日現在）26,723人  男12,891人  女13,832人  世帯数8,237戸

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。

消すまでは　

出ない行かない　離れない
◎火災予防運動
期間　4月 9日（火）～ 22日（月）

防災無線放送およびサイレン吹鳴

日時　4月 9日（火）　午前 6時

　　　　  22 日（月）　午後 8時

警鐘打鳴

期間　4月 16日（火）～ 22日（月）

時間　午前 6時と午後 7時の 1日 2回

◎村山市防災訓練
大地震発生を想定

しておこないます。

日時　4月 14日（日）

　　　午前 9時～

場所　袖崎本飯田地区

問い合わせ　市消防本部  ☎（55）2514

　春は、通行に不慣れな新入

学（園）児が通学・通園を始

めたり、新社会人を迎えたりして、活動が活発

化する時期です。また、暖かくなり歩行者や自

転車利用者の行動が活発になるため、交通事故

の多発が懸念されます。交通ルールとマナーを

守り、みんなで交通事故防止の徹底を図りまし

ょう。

期間　４月６日（土）～４月 15日（月）

運動の基本　子どもと高齢者の交通事故防止

運動の重点

① 自転車の安全利用の推進

②全ての座席のシートベルトとチャイルドシー

トの正しい着用の徹底

③飲酒運転の根絶

④道路横断時・交差点における交通事故防止

４月10日（水）は
「交通事故死ゼロを目指す日」
問い合わせ　市民課安全係  ☎内線 114

春の交通安全
県民運動

春季火災予防運動
市防災訓練

勤労青少年ホーム講座

　パソコン電源の入れ方など操作の基本か

ら文字入力・簡単な文書作成までを学ぶ全

10 回の初級者対象教室です。市勤労青少

年ホーム協力会と市が主催の講座です。受

講料を添えて申し込んでください。

期間　5月 10日（金）～ 31日（金）の

　　　毎週月曜・水曜・金曜日

時間　昼コース＝午後 1時～ 3時 30分

　　　夜コース＝午後 6時 30分～ 9時

対象　市内に在住または勤務する一般成人

で、パソコン初級者

※ワード 2003 バージョン以降が入ったパ

ソコンを持参してください（持ち込みで

きない場合はご相談ください）

定員　各コース先着 10名程度

受講料　10,000円　 申込期限　4月9日（火）

申込み・問い合わせ・会場

市勤労青少年ホーム  ☎（54）2320

パソコン入門（ワード）教室
4月7日の日曜市役所
8：30 ～ 12：30　日曜日の直通電話  ☎（55）2118
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